セ ミ ナ ー 概 要
Ⅰ　題  名
   木造３階建住宅の構造設計 
Ⅱ　目  的
  在来軸組工法による木造住宅の構造設計手法を、演習を通して習得する。
Ⅲ　使用教材および機器
（１）テキスト

木造軸組工法住宅の許容応力度設計（（財）日本住宅・木材技術センター）
（２）機器等

　パソコン、表計算ソフト、CADソフト（演習図面データ出力用）、プリンタ（構造計算過程で使用。Ａ３サイズ対応が望ましい。）
（３）本セミナー用表計算データ

Ⅳ　対象者

　構造設計者または木造住宅関連職務従事者。
Ⅴ　日程

第１日目

１．構造計算ルート（0.5H）
（１）令４６条規定

（２）許容応力度計算

２．力の流れ（0.5H）
（１）長期（常時）荷重の流れ

（２）水平荷重の流れ

３．許容応力度について（0.5H）
（１）木材
（２）コンクリート

（３）鉄筋

４．構造計画について（0.5H）
（１）構造図

（２）仮定断面

５．仮定荷重（4.0H）
５．１．長期荷重

（１）Ｇ：固定荷重

（２）Ｐ：積載荷重（床用、梁用、地震用）
（３）Ｓ：積雪荷重
（４）ＴＬ
５．２．水平荷重（臨時荷重）
（１）地震力概要（地震力用重量算定）
（２）風圧力概要（風圧力の算定法）
第２日目

６．鉛直構面および水平構面の許容耐力と剛性の算定（1.5H）
７．地震力算定（0.5H）
８．偏心率とねじれ補正係数の算定（0.5H）
９．鉛直構面および水平構面の負担水平力に対する検定（0.5H）
１０．木材の許容応力度およびたわみ制限（0.5H）
１１．応力算定（1.5H）
１２．柱脚柱頭接合部の引張耐力の検定（0.5H）
１３．横架材端部接合部の引張耐力の検定（表計算ファイル上にデータなし）（0.5H）
第３日目

１４．部材断面算定　(6.0H)

以下について許容応力度算定する。また、梁に関してはたわみの検討をする。

・長期荷重に対して

・短期荷重に対して

（１）梁

（２）柱

（３）基礎
